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い。実際に体を動かしても見ることができないアングル
でも、スマートフォンのカメラを持つ手を高く掲げて撮
ったり、隙間に差し込んで撮ったりするなど、私たちは
カメラという道具を使うことで、目の位置を強引に変え
て、身体の制約を超えた位置から姿を捉えることができ
ます。

想像ではなく実際に経験する

　このように、私たちは強引に目の位置を変えてみるこ
とで、自分とはまったく異なる身体を持つ人の視界を手
に入れることができます。
　よく「相手の立場に立って考えてみましょう」と言わ
れることがありますが、実際にどうすればできるのかは、
これまであまり説明されてこなかったと思います。今回
みなさんに取り組んでいただいた方法は、そのヒントに
なるかもしれません。まず強引に目の位置を変えてしま
うことで、自分とは違う視界を手に入れてみる。見える
物事が変われば、得られる情報が変わり、得られる情報
が変われば、解釈や判断の仕方が変わります。
　誰かの目線が想像できなければ、強引に誰かの目線の
位置に移動してみる。たったそれだけのことで、自分が
当たり前だと思っていたことは、別の人にとっては当た
り前ではないということが実感できます。
　想像するのではなく実際に経験することによって、私
たちは考えを広げ、深めることができるのです。

　こんにちは、菅俊一です。みなさんも、家で過ごす時
間がかなり増えているのではないかと思うのですが、今
回は「見慣れた環境を、いつもと違った視点でもう一度
新しく見てみる」というテーマで進めてみたいと思いま
す。いつもと違った視点といっても、注意や意識を変え
るということではありません。物理的に目の位置を変え
ることによって、強引に視界に変化を起こしてしまおう
ということが目的です。

❖　　❖　　❖

　それでは、早速やってみましょう。まずはみなさん、
その場でしゃがんで周囲を見回してみてください。可能
でしたらそのまま数歩、前後に移動もしてみてください。
いかがですか？　身長１メートルの視界からは、いつも
見ているテーブルの上の物は見えませんが、普段見るこ
とができないテーブルの下に広がっている世界を覗くこ
とができます。同様に、椅子の上に乗って高い位置から
周囲を見回してみるとどうでしょう。自分の目の高さが
変わると見渡せる領域が広がり、いつもは見上げていた
棚を上から眺められるなど、こちらも違う世界を見るこ
とができます。
　そのまま次は、みなさん自身のスマートフォンを利用
して、たとえば、下から見上げたドアノブや、真正面か
ら見たエアコンといったように、普段目で見ているのと
は違う角度から身の回りの物の写真を撮ってみてくださ
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